
七

故
河
角
龍
典
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

故
河
角
龍
典
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

学　
　

歴

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
四
月
二
八
日
、
三
重
県
津
市
で
生
ま
れ
る

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
三
月　
　
　
　
　

三
重
県
立
津
西
高
等
学
校　

卒
業

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
三
月　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
文
学
部
地
理
学
科
地
理
学
専
攻　

卒
業

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
四
月　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
地
理
学
専
攻　

入
学

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
三
月　
　
　
　
　

同
右　

修
了

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
四
月　
　
　
　

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
地
理
学
専
攻　

入
学

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
三
月　
　
　
　

同
右　

修
了

職　
　

歴

一
九
九
六
年
四
月
〜
一
九
九
九
年
三
月　
（
財
）
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー　

非
常
勤
専
門
調
査
員

一
九
九
九
年
四
月
〜
二
〇
〇
二
年
三
月　

立
命
館
大
学
文
学
部　

助
手

二
〇
〇
三
年
四
月
〜
二
〇
〇
五
年
三
月　

立
命
館
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
推
進
機
構　

講
師

二
〇
〇
五
年
四
月
〜
二
〇
〇
九
年
三
月　

立
命
館
大
学
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム　

講
師

二
〇
〇
九
年
四
月
〜
二
〇
一
二
年
三
月　

立
命
館
大
学
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
京
都
学
プ
ロ
グ
ラ
ム　

准
教
授

二
〇
一
二
年
四
月
〜
二
〇
一
四
年
三
月　

立
命
館
大
学
文
学
部　

地
域
研
究
学
域
京
都
学
専
攻　

准
教
授

二
〇
一
四
年
四
月
〜
二
〇
一
五
年
四
月　

立
命
館
大
学
文
学
部　

地
域
研
究
学
域
京
都
学
専
攻　

教
授



八

学　
　

位

博
士
（
文
学
、
立
命
館
大
学
）　

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
三
月　

取
得

学
位
論
文

「
宮
都
地
域
に
お
け
る
古
代
の
地
形
環
境
と
土
地
利
用
の
特
性
に
関
す
る
研
究
―
藤
原
京
・
平
城
京
・
平
安
京
を
事
例
と
し
て
―
」

受 

賞 

歴

二
〇
〇
八
年
六
月　

第
二
回
日
本
文
化
財
科
学
会
ポ
ス
タ
ー
賞

二
〇
〇
九
年
七
月　

第
二
回
日
本
文
化
財
科
学
会
奨
励
論
文
賞

専
門
分
野

環
境
考
古
学
、
歴
史
地
理
学
、
自
然
地
理
学
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

委 

員 

歴

二
〇
〇
三
年
一
一
月
〜
二
〇
〇
四
年
一
一
月　

人
文
地
理
学
会　

選
挙
管
理
委
員

二
〇
〇
四
年
一
一
月
〜
二
〇
〇
六
年
一
一
月　

人
文
地
理
学
会　

企
画
委
員

二
〇
〇
五
年　

四
月
〜
二
〇
〇
七
年　

三
月　

条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会　

庶
務
委
員

二
〇
〇
五
年
一
二
月
〜
二
〇
〇
七
年
一
一
月　

立
命
館
地
理
学
会　

会
計
委
員

二
〇
〇
六
年　

四
月
〜
二
〇
〇
八
年　

三
月　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

二
〇
〇
七
年　

四
月
〜
二
〇
〇
九
年　

三
月　

条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会　

編
集
委
員

二
〇
〇
七
年
一
二
月
〜
二
〇
〇
八
年
一
一
月　

立
命
館
地
理
学
会　

編
集
委
員



九

故
河
角
龍
典
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

二
〇
〇
八
年　

六
月
〜
二
〇
一
四
年　

六
月　

日
本
文
化
財
科
学
会　

幹
事

二
〇
〇
九
年
一
一
月
〜
二
〇
一
一
年
一
一
月　

人
文
地
理
学
会　

集
会
委
員

主
要
な
業
績

【
書
籍
】

S
ettlem

en
t P

attern
s an

d E
n

viron
m

en
t of H

eijō-kyō, an
 A

n
cien

t C
apital C

ity S
ite in

 Japan
. In

: B
atten

. B
. an

d B
row

n
. P., eds. E

n
viron

m
en

t an
d

 

S
ociety in

 th
e Japan

ese Islan
d

s: F
rom

 P
reh

istory to th
e P

resen
t. C

orvallis: O
regon

 S
tate U

n
iversity P

ress. 2015. pp.43-57

「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
平
城
京
の
古
地
形
の
定
量
的
復
原
と
市
街
地
の
立
地
分
析
」
Ｈ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
研
究
協
議
会
（
編
）『
歴
史
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
地
平
―
景
観
・
環
境
・
地
域
構
造
の
復
原
に
向

け
て
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
二
〇
九
―
二
一
九
頁

野
間
晴
雄
・
香
川
貴
志
・
土
平
博
・
河
角
龍
典
・
小
原
丈
明
編
著
『
ジ
オ
・
パ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｏ
―
地
理
学
・
地
域
調
査
便
利
帖
』、
海
青
社
、
二
〇
一
二
年

「
相
模
国
と
寒
川
神
社
周
辺
の
地
形
環
境
と
景
観
」
鎌
田
東
二
編
『
日
本
の
聖
地
文
化
―
寒
川
神
社
と
相
模
国
の
古
社
』、
創
元
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
四
一
―
一
八
一
頁

「
3
次
元
都
市
モ
デ
ル
を
用
い
た
古
代
都
市
の
景
観
分
析
―
バ
ー
チ
ャ
ル
長
岡
京
・
平
安
京
で
見
る
都
市
の
中
軸
線
と
山
並
み
の
関
係
―
」
矢
野
桂
司
・
中
谷
友
樹
・
河
角
龍
典
・

田
中
覚
（
編
）『
京
都
の
歴
史
Ｇ
Ｉ
Ｓ
』（
シ
リ
ー
ズ 

日
本
文
化
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
03
）、ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
五
七
―
七
八
、
二
四
九
―
二
六
二

頁
「
三
次
元
デ
ジ
タ
ル
地
図
で
見
る
古
代
都
市
―
長
岡
京
・
平
安
京
の
風
景
―
」
立
命
館
大
学
文
学
部
京
都
文
化
講
座
委
員
会
編
『
立
命
館
大
学
京
都
文
化
講
座
「
京
都
に
学
ぶ
」
六

京
の
地
宝
と
考
古
学
』、
白
川
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
二
六
―
四
三
頁

「
バ
ー
チ
ャ
ル
長
岡
京
・
平
安
京
３
Ｄ
マ
ッ
プ
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
編
）『
桓
武
と
激
動
の
長
岡
京
時
代
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
四
二
―
五
〇
頁

「
盆
地
の
微
地
形
と
景
観
変
遷
」・「
鴨
川
の
水
害
史
」、
植
村
善
博
・
香
川
貴
志
編
『
京
都
地
図
絵
巻
』、
古
今
書
院
、
二
〇
〇
七
年

「
空
中
写
真
に
よ
る
京
町
家
の
変
遷
」・「
平
安
時
代
の
バ
ー
チ
ャ
ル
京
都
」、
矢
野
桂
司
・
中
谷
友
樹
・
磯
田
弦
（
編
）『
バ
ー
チ
ャ
ル
京
都
』、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
七
年

「
中
世
京
都
の
地
形
環
境
変
化
」（
吉
越
昭
久
・
原
澤
亮
太
と
共
著
）、高
橋
康
夫
（
編
）『
中
世
都
市
研
究
12　

中
世
の
な
か
の
「
京
都
」』、新
人
物
往
来
社
、二
〇
〇
六
年
、一
五
一

―
一
七
九
頁

【
論
文
】

「
都
市
史
研
究
と
ジ
オ
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー　

―
古
代
日
本
に
お
け
る
都
市
開
発
と
微
地
形
―
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
都
市
と
大
地
」
シ
リ
ー
ズ
『
都
市
史
の
基
層
と
し
て
大
地
・
地



一
〇

面
・
土
地
を
考
え
る
』、
日
本
都
市
史
学
会
建
築
歴
史
・
意
匠
委
員
会
、
都
市
史
小
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
、
五
―
一
一
頁

「
京
都
盆
地
東
部
、
白
河
街
区
跡
・
延
勝
寺
跡
・ 

岡
崎
遺
跡
に
お
け
る
遺
構
面
下
の
地
質
」（
小
野
映
介
と
共
著
）『
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
報
告 

二
〇
一
四
―
一   

延
勝
寺
跡
・
岡
崎
遺
跡
』、
二
〇
一
四
年
、
三
二
―
三
三
頁

「
京
都
盆
地
東
部
に
位
置
す
る
白
河
街
区
跡
、
法
勝
寺
跡
、
岡
崎
遺
跡
の
地
質
」（
小
野
映
介
と
共
著
）、『
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
報
告
二
〇
一
四
―
六　

白
河
街

区
跡
・
法
勝
寺
跡
・
岡
崎
遺
跡
』、
二
〇
一
四 

年 

、
二
六
―
二
七
頁

「
コ
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
都
市
計
画
と
地
形
景
観
の
復
原
」『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
一
〇
四
、
二
〇
一
四
年
、
三
―
二
二
頁

「
六
波
羅
政
庁
・
六
波
羅
蜜
寺
の
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
姶
良 

Tn
（
Ａ
Ｔ
）
火
山
灰
分
析
」（
小
野
映
介
と
共
著
）、『
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
報
告 

二
〇
一
三
―

〇
九　

六
波
羅
蜜
寺
境
内
・
六
波
羅
政
庁
』 

、
二
〇
一
四
年
、
五
三
―
五
五
頁

「
伊
勢
平
野
中
部
臨
海
部
に
お
け
る
縄
文
時
代
以
降
の
遺
跡
立
地
―
津
波
の
リ
ス
ク
と
居
住
場
所
と
の
関
係
―
」『
歴
史
都
市
防
災
研
究
』
二
、
二
〇
一
三
年
、
二
七
―
三
二
頁

「
伊
勢
平
野
中
部
に
お
け
る
沖
積
層
の
堆
積
過
程
」（
小
野
映
介
と
共
著
）、『
新
潟
大
学
災
害
・
復
興
科
学
研
究
所
年
報
』
一
、
二
〇
一
二
年
、
八
一
―
八
二
頁

「
洪
水
災
害
の
環
境
考
古
学
―
遺
跡
の
表
層
地
質
情
報
か
ら
読
み
解
く
河
川
水
害
史
―
」『
日
本
史
研
究
』
五
九
七
、
二
〇
一
二
年
、
三
―
一
九
頁

「
津
波
被
害
お
よ
び
そ
の
復
旧
・
復
興
過
程
に
関
す
る
災
害
考
古
学
的
研
究
―
伊
勢
平
野
中
部
に
お
け
る
完
新
世
後
半
の
海
岸
低
地
の
形
成
過
程
に
関
す
る
調
査
報
告
―
」『
歴
史

都
市
防
災
研
究
』
一
、
二
〇
一
二
年
、
四
一
―
四
四
頁 

「
米
軍
統
治
下
の
沖
縄
に
お
け
る
都
市
計
画
（
2
）
越
来
村
「
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
地
形
景
観
の
復
原
」（
加
藤
政
洋
と
共
著
）『
人
文
地
理
学
会
大
会　

研
究
発
表
要
旨
』

二
〇
一
二
年
、
一
四
四
―
一
四
五
頁

「
米
軍
統
治
下
の
沖
縄
に
お
け
る
都
市
計
画
（
1
）
越
来
村
「
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」
構
想
の
表
と
裏
」（
加
藤
政
洋
と
共
著
）『
人
文
地
理
学
会
大
会　

研
究
発
表
要
旨
』
二
〇
一
二

年
、
一
四
二
―
一
四
三
頁

‘V
irtu

al K
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asu

m
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m
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‘V
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eiji Yan

o, T
om

oki N
akaya,Y

u
zu

ru
 Isoda an

d T
atsu

n
ori K

aw
asu

m
i. （V

irtu
al G

eograph
ic E

n
viron

m
en

ts.

） 2009. pp.71-88

「
平
安
京
右
京
三
条
三
坊
三
町
の
発
掘
調
査
か
ら
見
た
最
終
氷
期
以
降
の
紙
屋
川
（
天
神
川
）
扇
状
地
の
地
形
発
達
史
」（
小
野
映
介
と
共
著
）『
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘

調
査
報
告
二
〇
〇
九
―
四　

平
安
京
右
京
三
条
三
坊
三
町
跡
』、
二
〇
〇
九
年
、
六
三
―
六
六
頁

「
環
境
史
か
ら
見
た
平
城
京
―
奈
良
時
代
以
降
の
地
形
環
境
変
遷
と
古
代
都
市
の
環
境
利
用
―
」『
奈
良
女
子
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
集
』
二
八
、
二
〇
〇
九
年
、



一
一

故
河
角
龍
典
教
授　

略
歴　

主
要
著
書
・
論
文
目
録

九
六
―
一
〇
一
頁

「
平
安
京
の
環
境
史
」『
環
境
技
術
』
三
八
（
二
）、
二
〇
〇
九
年
、
八
二
―
八
八
頁

「
バ
ー
チ
ャ
ル
京
都 : 

時
空
間
を
取
り
入
れ
た
4
次
元
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」（
矢
野
桂
司
・
中
谷
友
樹
・
磯
田
弦
ら
と
共
著
）『
地
學
雜
誌
』
一
一
七
（
二
）、
二
〇
〇
八
年
、
四
六
四
―
四
七
八

頁
「
平
安
京
の
地
形
環
境
と
災
害
」『
立
命
館
大
学
・
神
奈
川
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
ジ
ョ
イ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
書
『
歴
史
災
害
と
都
市
―
京
都
・
東
京
を
中
心

に
―
』、
二
〇
〇
七
年

「「
バ
ー
チ
ャ
ル
長
岡
京
３
Ｄ
マ
ッ
プ
」
の
構
築
と
博
物
館
展
示
へ
の
活
用
」（
橋
本
隆
憲
、
山
中
章
、
高
瀬
裕
、
矢
野
桂
司
と
共
著
）『
じ
ん
も
ん
こ
ん
二
〇
〇
七
論
文
集
』

二
〇
〇
七
、
二
〇
〇
七
年
、
二
三
―
三
〇
頁

「
バ
ー
チ
ャ
ル
長
岡
京
３
Ｄ
マ
ッ
プ
」『
長
岡
京
遷
都
―
桓
武
と
激
動
の
時
代
―
』、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年

「
宮
都
研
究
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」（
塚
本
章
宏
・
磯
田
弦
・
佐
古
愛
己
・
高
瀬
裕
・
矢
野
桂
司
と
共
著
）『
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
二
二
、
二
〇
〇
六
年
、
一
―
一
八
頁

「
佐
保
川
流
域
平
野
に
お
け
る
先
史
時
代
の
地
形
変
化
―
平
城
京
左
京
五
条
二
坊
十
五
・
十
六
坪
の
調
査
よ
り
―
」『
平
城
京
左
京
五
条
二
坊
十
五
・
十
六
坪
』（
橿
原
考
古
学
研
究
所

調
査
報
告
九
八
）、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年

「
歴
史
都
市
京
都
の
バ
ー
チ
ャ
ル
時
・
空
間
の
構
築
」（
矢
野
桂
司
・
磯
田
弦
・
中
谷
友
樹
ら
と
共
著
）『E

-jou
rn

al G
E

O

』「
一
」、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
―
二
一
頁

「W
ebG

IS

技
術
を
用
い
た
歴
史
的
都
市
景
観
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」（
河
原
大
・
矢
野
桂
司
・
中
谷
友
樹
ら
と
共
著
）『
じ
ん
も
ん
こ
ん
二
〇
〇
五
論
文
集
』

二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
九
―
一
八
六
頁

「
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
歴
史
的
空
間
情
報
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
化
」（
佐
古
愛
己
・
前
田
亮
・
杉
橋
隆
夫
と
共
著
）『
じ
ん
も
ん
こ
ん
二
〇
〇
四
論
文
集
』
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
四
年
、
九

―
一
六
頁

「4D
-G

IS

に
よ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
・
シ
テ
ィ
ー
の
構
築
：
歴
史
都
市
京
都
の
バ
ー
チ
ャ
ル
時
・
空
間
」（
矢
野
桂
司
・
磯
田
弦
ら
と
共
著
）『
じ
ん
も
ん
こ
ん
二
〇
〇
四
論
文
集
』

二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
四
年
、
一
七
―
二
四
頁

「
昭
和
・
平
成
期
の
京
町
家
バ
ー
チ
ャ
ル
時
・
空
間
―
京
町
家
時
・
空
間
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及
び
Ｖ
Ｒ
技
術
を
用
い
た
京
町
家
の
減
少
過
程
の
復
原
―
」（
矢
野
桂
司
・
磯
田
弦
・
河

原
大
・
河
原
典
史
と
共
著
）『
民
俗
建
築
』
一
二
六
、
二
〇
〇
四
年
、
六
五
―
七
一
頁

「
発
掘
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
地
質
情
報
を
用
い
た
洪
水
氾
濫
区
域
の
想
定
―
京
都
鴨
川
流
域
の
事
例
―
」『
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
学
会
講
演
論
文
集
』一
三
、
二
〇
〇
四
年
、
一
六
七

―
一
七
〇
頁

「
歴
史
時
代
に
お
け
る
京
都
の
洪
水
と
氾
濫
原
の
地
形
変
化
―
遺
跡
に
記
録
さ
れ
た
災
害
情
報
を
用
い
た
水
害
史
の
再
構
築
―
」『
京
都
歴
史
災
害
研
究
』
一
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三

―
二
三
頁

「
京
町
家
の
バ
ー
チ
ャ
ル
時
・
空
間 : 

大
正
以
降
の
変
遷
」（
河
原
大
・
矢
野
桂
司
・
中
谷
友
樹
ら
と
共
著
）『
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
集
』
六
五
、
二
〇
〇
四
年



一
二

「
京
都
鴨
川
の
水
害
史
と
平
安
時
代
以
降
の
地
形
変
化
」『
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
集
』
六
五
、
二
〇
〇
四
年

「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
平
安
京
の
景
観
復
原
」『
人
文
地
理
学
会
大
会　

研
究
発
表
要
旨
』
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
四
年

「
平
城
京
の
土
地
利
用
規
定
要
因
と
地
形
環
境
」『
人
文
地
理
学
会
大
会　

研
究
発
表
要
旨
』
二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
三
年

「
京
都
バ
ー
チ
ャ
ル
時
・
空
間
の
構
築
：
四
条
通
り
界
隈
を
中
心
に
」（
矢
野
桂
司
・
高
瀬
裕
・
磯
田
弦
ほ
か
と
共
著
）『
じ
ん
も
ん
こ
ん
二
〇
〇
三
論
文
集
』
二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
三

年
、
一
〇
三
―
一
一
〇
頁

「
平
安
京
内
部
の
土
地
利
用
と
微
地
形
の
関
係
」『
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
集
』
六
四
、
二
〇
〇
三
年

「
空
中
写
真
を
利
用
し
た
京
町
家
時
・
空
間
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」（
矢
野
桂
司
・
河
原 

大
・
井
上 

学
・
岩
切 

賢
と
共
著
）『
じ
ん
も
ん
こ
ん
二
〇
〇
三
論
文
集
』

二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
三
年
、
一
一
一
―
一
一
八
頁

「
長
野
盆
地
東
縁
、
保
科
川
扇
状
地
に
立
地
す
る
宮
崎
遺
跡
の
堆
積
環
境
変
遷
」（
小
野
映
介
と
共
著
）『
立
命
館
大
学
考
古
学
論
集
』
三
―
一
、
二
〇
〇
三
年
、
三
一
五
―
三
二
二

頁
「「
飛
鳥
・
藤
原
地
域
」
に
お
け
る
弥
生
時
代
中
期
以
降
の
地
形
環
境
変
遷
と
土
地
開
発
」『
人
文
地
理
』 

五
三
（
五
）、
二
〇
〇
一
年
、
四
七
七
―
四
九
三
頁

「
平
安
京
に
お
け
る
地
形
環
境
変
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
変
遷
」『
考
古
学
と
自
然
科
学
』
四
二
、
二
〇
〇
一
年
、
三
五
―
五
四
頁

「
湖
南
省
城
頭
山
遺
跡
に
お
け
る
地
形
環
境
の
変
貌
と
土
地
利
用
変
化
」（
高
橋
学
と
共
著
）『
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
集
』
六
〇
、
二
〇
〇
一
年

「
沖
積
層
に
記
録
さ
れ
る
歴
史
時
代
の
洪
水
跡
と
人
間
活
動
―
大
阪
府
河
内
平
野
池
島
・
福
万
寺
遺
跡
の
事
例
―
」『
歴
史
地
理
学
』
四
二
（
一
）、
二
〇
〇
〇
年
、
一
―
一
五
頁

「
池
島
・
福
万
寺
遺
跡
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
地
形
（
河
内
平
野
の
形
成
と
遺
跡
形
成
過
程
）」『（
財
）
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
報
告
』
二
、
大
阪
府
文

化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
、
一
九
三
―
一
九
六
頁

【
講
演
】

「
三
次
元
デ
ジ
タ
ル
地
図
で
見
る
平
安
京
の
三
山
と
街
づ
く
り
」
京
都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
文
化
的
価
値
発
信
事
業　

第
一
〇
回
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
観
光
都
市
京
都
・
三
山

の
魅
力
を
探
る
」、
二
〇
一
四
年
六
月
一
八
日
、
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
み
る
平
安
京
の
ま
ち
づ
く
り
」G

IS
 D

ay in
 

関
西
二
〇
一
四
、
二
〇
一
四 
年
一
〇
月
二
五
日
、
立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス


